
平成２７年第６回田布施町議会定例会一般質問通告一覧表

質問者１ 瀨石 公夫 ※一問一答

質問者２ 西本 篤史 ※一問一答

質問事項 質 問 要 旨 質問の相手

１．平成28年

度予算編成に

ついて

平成28年度の予算編成が進められていると思うが、田布施町に足りな

いもの、少しでも早く取り組むべきものを中心に施策を立て予算化し住

民生活の幸せや、豊かさに繋げて欲しい。

予算編成にあたり、平成28年度の税収はどのように見込んでおられる

か。町民の皆さんの声を聞くと①高齢世帯になり道路や耕作放棄地の草

刈りが困難②有害鳥獣による猪、猿、カラスなどの被害、カラスは手つ

かずであり対策が急務③ケーブルテレビの設置④水道料は県下一高いた

め一般会計からの更なる繰り入れ⑤医療費は高校までの無料化⑥健康セ

ンター（保健サービスを総合的に行なう施設）の建設など田布施町で幸

福感を持ち充実した暮らしが出来るようにするのが行政としての第一義

だと思うが見解を尋ねる。

町長

２．来年度の

国民健康保険

税率の見通し

について

国民健康保険の加入者は所得の低い加入者が多く、支払能力の限界に

あり滞納率も高く18.4％が徴収できていない状況である。

平成28年度の国民健康保険特別会計の税収見込みと、療養給付費、高

額療養費等支払実績を踏まえた上で、平成28年度の税率はどのようにな

ると見通されているか。

また、他市・町では一般会計から国民健康保険特別会計に法定外（市・

町単独）での繰入を行ない被保険者の負担軽減を行っている。本町でも

法定外繰入を行ない、住民の福祉の増進を図かられてはどうか見解を問

う。

町長

３．ほ場整備

の進捗状況に

ついて

町内では、国営農地緊急再編整備事業（ほ場整備）が実施されている

が、業者不足や予算の減額により工事の進捗が遅れている。

国営農地緊急再編整備事業・瀬戸換地区の当初事業スケジュールでは

平成27年度から工事を実施し、平成28年度は耕作可能となる予定であ

った。

しかし、平成27年度は予定工区16ヘクタールの内の約１ヘクタール

のみ11月に着工し来年３月完成の予定となっている。それ以外の15ヘ

クタールについては、28年度の工事着手の予定はなく一年間何もしない

状況になるが、今後の詳細な計画はどのようになっているか。

こうした中、田布施町全体の工事も遅れているが、計画変更はどのよ

うになっているか。また、新たに４地区からほ場整備地区の追加要望が

あるが、これを含めて全ての事業の完成時期、負担金の支払い開始時期

など今後の計画を尋ねる。

町長

質問事項 質 問 要 旨 質問の相手

１．特定健康

診査受診率は

上げられるか

町は特定検診等実施計画で特定健康診査受診率の目標を65％として

いるが、平成26年度で27.1％と目標をかなり下回っている。

先日、岡山県矢掛町に予防医療の視察に行って驚いた。検診率は平成

26年度が60％であった。なぜ受診率が高いのか。まず、住民の健康意

識の向上、愛育委員の熱心な自宅訪問、受診者へのプレゼント、検診・

受診のポロシャツ着用での啓発活動、血液検査によるピロリ菌検査、な

ど官民あげての取り組みの結果であった。町もやれば出来ると思うがど

のようにお考えか。

町長



質問者３ 松田 規久夫 ※最初は一括質問一括答弁、２回目より一問一答

質問者４ 石田 修一 ※最初は一括質問一括答弁、２回目より一問一答

２．携帯、ス

マホで成績は

下がっている

か

先日、仙台市教育委員会と東北大学による「学習意欲の科学的研究に

関するプロジェクト」は、「平日にLINE等の無料通信アプリを使用する

と、睡眠時間や家庭学習時間には関係なく、使用時間に応じて学力が低

下する」とする調査結果を発表した。「平日に30分未満しか勉強しない」

生徒の場合、通信アプリを使わない（スマホや携帯を持っていない）生

徒の数学の平均点は約61点だが、3時間以上使う生徒の数学の平均点

は50点以下に急激に低下していた。そのため、勉強時間にかかわらず、

「通信アプリの使用時間が長くなるほど生徒たちのなかから、学校で習

得した学習内容が消えてなくなった」と考察している。これはメディア

被爆という現代病である。愛知県刈谷市の全21校の小中学校で21時以

降は利用禁止にする呼びかけを行った。福岡県春日市でも同様で、22

時以降は禁止となった。町の教育委員会も対策をした方が良いのではな

いかと思うが、どのようにお考えか。

教育長

質問事項 質 問 要 旨 質問の相手

１．自治会組

織

自治会長の任務は重責につき、各地区とも役員選出に苦労されてい

る。少子高齢化で戸数の少ない地区は役員候補者の不足、多い地区は仕

事量が多くなり人選が難しい。行政として島、飛地などの地域性もあり

一様に戸数は決められないが、運営に適する規模、任期をどのように考

えているか。また、各地区のコミュニティが希薄になってきている現在、

自治会長の役割の検討、整理が必要と考えるので尋ねる。

町長

２．ふるさと

納税

ふるさと納税者に２種類ある。寄付によるお返しの商品を目的とする

人、もう一つは思い入れのある地域への応援者だ。私は商品の豪華さ競

争をするのではなく、人の持つ郷土愛に訴える方向を田布施町は目指し

て欲しいと考えている。情報発信に工夫を凝らし、田布施のお手伝い、

応援者となってもらえないものか。子どもを育てる教育の町田布施をア

ピールする方法はないのか。「子育てするなら田布施」これが定着する

なら地方創生の実現と言える。全国に情報発信して地域活性化に繋げた

いと考えているので尋ねる。

町長

３．特別職の

減額措置

特別職３人の報酬減額は一般会計に埋没した状態になっている。これを

一般会計の支出において使途を明確にしたい。そうすることで、特別職の

アイデアや田布施町への思いが町民に伝わる。例えば、教育長なら一般会

計の通常の予算枠では実現の難しい支出を、教育長枠で可能にする。児童、

生徒の快適な授業環境のためのエアコン設置費用を、小学校費、中学校費

に指定するなどが考えられる。このようなことの積み重ねが「子育てする

なら田布施」と地方創生に繋がると考えるので尋ねる。

町長

質問事項 質 問 要 旨 質問の相手

１．地方創生

総合戦略の取

り組みについ

て

実践的な計画として総合戦略を策定し、実効性のある地方創生の取り

組みを進めているが、次の４点について尋ねる。

①アクションプランの中で、特に重点的に取り組むものや緊急性の

高いものはあるか。

②職員の体制強化、国・県からの人的支援は。

③５年間の財政支援は受けられるか。

④総合計画に基づき策定しておられるが、前期の総合計画の自己評

価、反省点についてはどうか。

町長



質問者５ 髙川 喜彦 ※最初は一括質問一括答弁、２回目より一問一答

２．定住促進

事業について

人口減少による地方の衰退は深刻な問題となっている。本町も人口ビ

ジョンを総合戦略の基礎とし、推進する考えであるが、大分県豊後高田

市、島根県大田市のように空家バンクを最重点項目とし定住促進事業に

積極的に取り組む考えはないか。

町長

３．麻里府地

区活性化事業

について

総合戦略のアクションプランの中に麻里府地区活性化事業の取り組みが

ある。生活サービス施設や防災施設、交通弱者対策等検討し、計画を策定

するとあるが、現在、具体化している計画を尋ねる。

町長

４．田布施町

庁舎建設計画

について

庁舎建設に３案があり、①庁舎の新築②現在の庁舎の耐震化③旧田布施

工業高校を改修し移転である。

現在、旧田布施工業高校への移転が主流で計画が進んでいるが、９月議

会以降、町民よりいろいろな意見が出ている。田布施町のシンボルである

庁舎建設には、時間をかけてでも、しっかり検討してほしいという意見で

ある。

現状はどこまで進んでいるのか尋ねる。

町長

質問事項 質 問 要 旨 質問の相手

１．再び、医療

費の無料化を提

案

私は９月定例会で18歳までの医療費無料化を提言したが、答弁では

財政負担の大きさを理由に一蹴され、「検討する」との約束もなかった。

人口の減少や高齢化という地方が直面する構造的な課題に真正面か

ら取り組み、「元気で豊かな地方を創生する。」という国の方針に対し

て、本町も例外なく取り組んでいかなくてはならないと反省し、無理

なない物ねだりをしてはいけないと今回の質問に至った次第である。

問題は、無料化の対象年齢の範囲である。現在は、学齢前の児童は

無料と聞いているが、これを義務教育の期間まで対象を拡大していく

ことはできないか、提案する。

私は子どもさんを持つ多くの親御さんを支援し、町としても未来を

担う少年少女の健やかな成長を願い、寄り添っていくことは60周年を

記念する本年、時あたかも地方創生の秋、誠に意義深いことと確信し

て、提案する。

田布施町は、町の宝である幼児、児童、生徒の健康を守り、国、町

の未来を担う人づくりをしていくことが何より大切と考える。地方創

生は、決して、一過性のものであってはならない。ぜひ実現を図って

いただきたいと念願し、提案する。

町長

２．「特区による

農業の構造改

革」を提言

本町では現在国営の圃場整備事業が展開されている。また、わが国

では、この圃場整備事業がおそらく最後のチャンスかもしれないとも

耳にする。その意味でまさに本事業は歴史的な農地整備かとその完成

を期待している。

本町の農業を取り巻く状況は、県内各地と同様に農業従事者の高齢

化の傾向、後継者不足、耕作放棄地増大等の課題に直面している。

こうした中で民間事業者との連携による農業構造改革を進めることに

より、耕作放棄地の再生を図り、農産物・食品の高付加価値を高める

農業モデル確立にも努力されているすばらしい事例も承知している。

こうした時、本町農業の構造改革を進めていくため農業特別区域の

積極的な取り組みしてはいかがかと思料し、提言する。

町長



質問者６ 國永 美惠子 ※一問一答

質問者７ 清神 清 ※最初は一括質問一括答弁、２回目より一問一答

３．町内企業の

活力増進を支援

することが大切

では

私たちは、11月４日に山口市のセミナーパークで開催された地方創

生の取り組みの実例を研修し、たいへん参考になった。また、今秋の

委員会の視察研修も実りあるものであった。

このことを総括して一言で言えば、「先ず足下（地元、町内）をよく

見、元気にする」ということであった。

今日、本町でも、このような取り組みをしていくことが大切と思う

がいかがか、町長のご所見を尋ねる。

町長

４．町民憲章の

具現化を進めよ

う

町民憲章は昭和56年11月に制定されて来年は、35年になる。爾来、

社会教育課において町の式典諸行事はじめ生涯教育推進の中で営々と

唱和や具現化に努められている。

この町民憲章は、当時、企画課の所管で町内全世帯、約13,000人の

有権者のアンケートにより制定されたものである。

更なる具現化について教育長の所信を聞かせてください。

教育長

質問事項 質 問 要 旨 質問の相手

１．税申告の

控除等につい

て

・寡婦（夫）控除は税負担が軽くなるだけでなく、介護保険料の軽減、

臨時福祉給付金の受給対象となる場合もある。寡婦（夫）控除は適切

に行われているか。

・保育料算定はみなし寡婦（夫）対応ができるか。

町長

２．税申告の

控除について

（障害者控

除）

・介護保険 要介護認定者が障害者控除の対象となる場合がある。控除対

象者認定書の交付申請は何件あるか。内、該当件数は何件か。

・障害者手帳のない要介護者が障害者控除を受けるには対象者認定書が必

要になる。必要な対象者に事前の証明書発行はできないか。

・この制度の周知は十分か。本町税務課が出している「町県民税の申告の

手引き」に介護保険の要介護に係る障害者控除を分かりやすく記するべき

ではないか。

町長

３．保健・検

診の充実につ

いて

・本町の人間ドックは２つの医療機関で受診が可能となっている。受診

できる医療機関を増やせないか。

・県内には脳ドックを行っている自治体もある。脳ドックは問題点も言

われているが脳疾患の早期発見等を考慮し、脳ドックを検討してはいか

がか。

町長

４．学校の消

防設備につい

て

新聞記事によると公立小・中学校の消防点検状況を会計検査院が調べ

たところ、消火設備の劣化や一部の自動火災報知器が動かないなどの問

題が見つかったが、修繕交換をしていないケースがあったことが分かっ

たということ。

本町の小・中学校の消防設備等に不具合はないか。点検等は行われて

いるか尋ねる。

教育長

質問事項 質 問 要 旨 質問の相手

１．電動車い

すに地域ナン

バーの導入を

昨年の12月議会で電動車いすにナンバー導入をの質問に対し、町長

は「一定のメリットがあると考える。警察とも協議しながら安全対策の

方法を検討して参りたい。」との事だった。

あれから１年が経過したが、町内での車椅子がさらに増加している。

交通事故に遭ってから対策するのではなく、早急に取り組んで頂きた

いと思うがその後の進捗状況はいかがか。

町長



２．田布施川

河川敷への舗

装は

春になると田布施川の桜並木が一斉に開花し、多くの観光客やさくら

マラソンの参加者で賑わい、田布施の名所として定着している。

昨年の３月議会で河川敷にカラー舗装をして遊歩道の整備は出来な

いかとの回答に「美観だけでなく、住民の健康増進にも大きな効果があ

り、大きな事業効果が期待できる。県に事業要望する。」との事だった。

さらにスロープの新設も要望したが、その後の進捗状況はいかがか。

町長

３．学校での

動物飼育を

最近、学校での小動物の飼育が出来なくなったり廃止されている。動物

を通じて生の難しさとか、はかなさを学ぶ機会がなくなっている。

動物と触れ合うことで様々な体験をしながら子どもたちは成長してい

く。

田布施町内の小学校で現在動物を飼育している学校はいくつあるか、ま

た廃止された理由は何か。

教育長


